
ほんとはね…

いつも
怒られてばかりで
なんだか

イライラする…

あの子と
あそび
たい…

言葉でうまく
言えなくて…

あの子
ばかり…

わたしの話も
きいて
ほしい…

● 「だめでしょ！」ではなく、まずは“どうしてそうしたのだろう”“そうしなければならなかった
のだろう”と子どもの思いを聞くことが大切です。その後、「○○したかったんだね」と言葉
で表現できない子どもの思いを受けとめたうえで、言葉を引き出していくことを大切にし
ていきましょう。

● 子どもは自分の思いが大切にされることで、“自分は大切な存在なんだ”と感じることがで
き、その思いを基盤に相手の思いに気づき相手を思いやる気もちが育まれていきます。乳
児期のこの積み重ねが、自分自身を大切にすること・相手を大切にすることにつながって
いきます。

● よく名前を呼ぶ子やよく注意してしまっている子はいませんか？私たちおとなが同じ子ば
かりに声をかけたりみんなの前で注意したりすることで「あの子はいつも名前を呼ばれて
いいな」「あの子はいつも怒られている子」と子どもたちの決めつけや偏見につながって
いくこともあります。身近なおとなや保育者が決めつけた見方をするのではなく客観的に
その子の思いを考え、肯定的なかかわりや言葉かけをしていくことが大切です。

● 大切なのは「ごめんね」を言わせることではなく、相手が言いたかった気もちに気づくこと
です。その子の成長のために今一番何が大切かを考えることが大切です。

大 切 に し た い こ と
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“友だちとの
 かかわり”って？？

２歳
児の

自分の世界から、だんだん
友だちの存在、友だちの思
いに気づいていく２歳児…
友だちとのさまざまなやり取
りは、人とのかかわり方を知っ
ていく大切なプロセスでもあ
ります。
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「思いどおりにいかない」

　おとなの言いなりになりたくない自分が育ってきている時期です。この時期の子
どもは、泣いたり、怒ったり、激しい感情をだすことで自分と向き合い、気もちを
整理しています。
　子どもが抱えている「甘えたい気もち」と「自分でしたい気もち」という相反し
た欲求の両方を丁寧に聞き、受けとめることが大切です。子どもは受けとめられ、
自分のことを理解して支えてくれる人がいることで、安心して次の活動に進むこと
ができるのです。

実は…

も
ー
！

こんなかかわりしてしまっていないかな？

大 切 に し た い こ と

● 「またないてるの？」
● 時間がかかるからと手伝ってしまう。

● 「早くしなさい」
● 「自分でできるでしょ」

くつが
はけない
よー!!

自分でし
たい!!

うまくい
かなくて

イライラ
！ 粘土で

○○が
つくれない なんでう

まく

できない
の？

スプーンで
ご飯が
すくえない… 自分で

食べたい!!

食べさせて

もらうのはイヤ

● 手伝ってほしいけれど、自分でやってみたい
● うまくいかなくてイライラ…
● くやしいーっ！

帽子が
かぶれ
ないよー

～もの・生きものとのかかわり編～自我の芽生え
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